
東北学院大学の改革に関する意見箱 回答 

№ 2025-014 

投書日 2025/6/24 

タイトル 学会発表者補助について 

投書内容 昨今の資源の高騰や円安等の影響により、物価は上昇し私たちの懐を

逼迫しています。このような情勢の中で学会発表に臨むと、国内であれ

ば 5～10万円程度、国外であれば 30～50万円もの資金を必要とします。

TA報酬や奨学金、現状の学会発表者補助を利用したとしても年間２回、

３回の発表はとても厳しい状況です。 

このような状況を鑑みて、私は現在の経済状況を加味した、研究活動

を憚られることのない補助金額の増額を要求します。 

回 答 日 2025/7/14 

回  答 研究活動補助金の増額に関する貴重なご意見、ありがとうございます。 

現在、大学として研究環境の充実に向けた様々な取り組みを検討してい

ますが、研究活動補助金の増額は大学全体の予算配分に関わる重要な事

項です。 

 そのため、慎重な議論と調整が必要となり、具体的に対応するまでに

は今しばらくお時間をいただくことになります。 

 


